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災害時要援護者登録制度をご存じですか？
■災害時要援護者登録制度とは？
　一人暮らしの高齢者や重度の障がいがある人な
ど、災害が発生したときに、自力または家族など
の支援だけでは避難できない人（災害時要援護者）
をあらかじめ登録し、「災害時要援護者登録台帳」
を作成します。この台帳を、行政区長や民生委員・
児童委員、自主防災組織など地域の人たちに提供
し、災害時の救助活動や安否確認などに役立てよ
うというものです。
■災害時要援護者とは？
　災害時に、自力または家族などの支援だけでは
避難できない人や、避難先での生活が困難な人で、
次のいずれかに該当する人です。
●高齢者（一人暮らしや寝たきりなど）
●身体障がい（視覚・聴覚・肢体など）や、知的・
精神・発達障がいのある人
●難病の人
●妊産婦・乳幼児
●日本語がわからない外国人　など
■登録を希望される場合は
　「災害時要援護者登録台帳」には、申請書を提
出することにより登録できますが、次のことに注
意してください。

①近隣で支援してくれる人を決めて、地域支援者
として同台帳に登録することの同意を得てくだ
さい。
②登録時には、支援を受けるために必要な個人情
報を行政区長や民生委員、自主防災組織などへ
提供することに同意していただきます。
※災害時要援護者登録申請は随時受け付けていま
すので、本庁・社会福祉課または牛深支所・市
民福祉課、その他の支所・総務市民課に備え付
けの登録申請書に必要事項を記入し、同課へ提
出してください（登録申請書は、本渡地区の各
町公民館にもあります）。
■地域支援者について
　「地域支援者」として一番望ましいのは、あな
たの近隣の人です。
※地域支援者には、要援護者への日ごろの声かけ
や、いざというときの安否確認、避難の手助け
をお願いします。できる範囲での支援をお願い
するもので、責任を伴うものではありません。
ふだんから気軽に話せる関係となるよう、よい
近所付き合いに心がけましょう。

【問い合わせ先】
　　本庁・社会福祉課地域福祉係内線1406 ／牛深支所・市民福祉課健康福祉係
　　その他の支所・総務市民課市民生活係
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　市では毎年、梅雨時期を前に防災会議を開き、
防災計画を見直し、危険箇所なども点検してい
ます。この結果を踏まえて作成した「天草市地
域防災計画書・天草市水防計画書」は、本庁・
防災交通課や牛深支所・総務振興課、その他の
支所・総務市民課に備え付けていますのでご覧
ください。
　また、防災体制の確立や防災関係機関の連携
強化などを図るため、「天草市総合防災訓練」
も毎年実施。大雨や台風、地震、津波などあら
ゆる災害を想定し、避難訓練や救出・救助訓練
を行っています。

　一方、大雨や台風、津波などに伴う警報など
が発表されると、市（本庁・各支所）では警戒
体制をとり、情報の収集を行います。
　そして、災害が発生したときや、災害が発生
するおそれがある場合は、市役所本庁舎内に『災
害対策本部』を設置し、災害に対応します。

※災害が発生または発生のおそれがあるときは…
　本庁・防災交通課☎㉓1111内線1231
　牛深支所・総務振興課
　その他の支所・総務市民課へ
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　災害発生時は、被災地への通信が増加し、電話
や携帯電話がつながりにくくなるなど、家族と連
絡を取るのが困難になります。災害時には、伝言
を録音するサービス「災害伝言ダイヤル」が提供
されますので、安否確認などのときには、同ダイ
ヤル『171』を利用してください。

◆伝言を録音する場合 

①『171』をダイヤル 
②『1』を押す 
③自宅の電話番号を押す 
④メッセージを録音

◆伝言を聞く場合 

①『171』をダイヤル 
②『2』を押す 
③自宅の電話番号を押す 
④メッセージを聞く

災害が発生したときは「災害伝言ダイヤル」のご利用を！

災害が発生したとき、発生のおそれがあるときは

防災特集


